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4月は、医師の異動に伴い変更があります。また、学会出張等によ

り休診・変更となる場合がありますので、ホームページを確認してい

ただくか、医事窓口（089-990-1817）へお問い合せ下さい。 

平成 18 年 4 月、当院に転勤してから 5 年間病棟を管理し、その後地域医療連携室へ

配置換えとなりました。わからないことだらけで、今までの看護の知識だけでは到底対応

できない事案が日々あり自分自身模索しながらの日々でした。しかし、人と人との連携が

基盤にある部署という点では、唯一自分の力を発揮できたと言えるかもしれません。あれ

から 8 年間いろいろな方との出会いがあり、支えられ、このたび 3 月で無事定年を迎え

ることができました。平成 16 年 11 月紹介患者の受付対応スタッフ 1 名から始まった

地域医療連携室。それから徐々に人も増え、部屋も広くなり来年度はMSWの増員もあり

9名体制となります。私自身は何ができたという事はありませんが、常に時代の波に乗り

遅れないよう「病院の縁の下の力持ち、経営の要」という意識を持ち取り組んできたつも

りです。しかし、それができたのも医局・看護部をはじめとする職員すべてのみなさん、

そして地域の医療・介護に携わる方々のおかげと本当に感謝しております。 

幸いに定年後もまだ私にできることがあるようですので、この地域医療連携室で働かせ

ていただくことになりました。管理職からは離れ、一人の看護師として患者さんだけでは

なく人の思いに寄り添いながら、なおかつ病院経営に参画し、結果が得られるよう取り組

んでいきたいと思います。本当に今までありがとうございました。そして、もうしばらく 

皆様どうぞ宜しくお願い致します。 

平成 28 年 6 月から開始した呼吸器ホットライン（ダイレクト通話）の終了およ

び変更についてご連絡いたします。 

当院呼吸器内科で早急に対応が必要と思われる患者様、日常診療の中でお困りの患

者様のご相談等でご利用いただきありがとうございました。 

今後は、平日の場合は病院代表や病診連携室にご連絡いただければ担当医師が対応

いたします。また夜間や土日祝日についても呼吸器内科医師が病院内に不在の場合で

も病院代表に施設名・お名前・連絡先をお伝えいただければ折り返しオンコール担当

医がご連絡いたします。 

引き続き何かありましたらご利用いただきますようお願いいたします。 

文責 院長 岩田 猛 

３月末で定年退職になります。昭和５１年の国立療

養所愛媛病院時代から、途中２年間は進学で愛媛を離

れましたが人生の殆どをこの地で過ごしました。 

地域医療連携室は平成 22 年の５月から、前任者の退職後に何も分からず調整の知識も

無く、無免許状態で勤務することになりました。分からないままに転院相談をし、とある病

院の院長先生から「医療区分も知らずに相談しては駄目ですよ。資料を送りますから勉強し

なさい。」と御指導を頂き、いろんな方に迷惑をかけながら、助けられた約９年間でした。

自分の親も介護施設に入れた経験がありますが、その頃は誰に相談して良いのか分からず、

夜勤明けに近隣の施設を７箇所回り全てに申し込みをしたことを思い出します。連携室も

少しずつスタッフが増え、求められる事や役割も多岐に渡っております。私が退職すると、

かなり若返りますので、更にフットワーク軽く連携が取れると思います。今後とも、よろし

くお願いいたします。お世話になった全ての方々に直接ご挨拶するべき所、書面での御報告

となり申し訳ありません。 

何時か又どこかで同業者としてお会いするのか、私が利用者さんになっているのか・・・ 

本当に、ありがとうございました。 

 
文責 看護師 西田 加久美 

文責 看護師長 小谷 加奈子 

e 連携会は、地域医療連携室主催で東温市内の介護保険事業所を対象に、年2回定

期的に開催をしています。 

今回は、介護支援専門員、施設の相談員や介護職員、訪問看護師等、多職種27名

の方にお集まりいただき 2 月 19 日に開催しました。初めに、前回の e 連携会で話

し合われた内容やご質問を頂いていた内容について、当院で対応出来ることなどをお

答えしました。その後、入院時に介護支援専門員から頂く「入院時情報提供用紙」に

ついて話し合いました。東温市では、情報用紙が統一され、現在は利用者様が入院を

されたら早期に FAXや持参して情報提供いただいています。病院側は、生活歴や在

宅での状況がよく分かり、退院調整にとても役立っております。次に、介護支援専門

員が主治医に意見を求める際の診療情報提供書の様式について、当院への依頼方法や

料金に関することなどの質問にお答えしました。最後に、東温市役所から、医療・介

護の資源ガイドブックの作成や、連携を取る上でのマナー・ルールを明確にする取り

組みを行っているという報告がありました。 

参加者からは、腹を割って話せた、連携室の意見も聞けて良かった、多職種との関

わりが持てて良かったなどの意見を頂きました。今回は、介護支援専門員を中心とし

た内容となりましたが、今後も東温市内介護保険事業者間の情報共有の場となるよう

テーマを検討し開催していきたいと思います。 
文責 MSW 松本 康治 


